
信州あいサポート運動

誰もが、多様な障がいの特性、障がいのある方への必要な配慮、障がいの有無にかかわらず共に生き

る社会のあり方などを理解して、障がいのある方に対してちょっとした手助けや配慮を実践することに

より、障がいのある方が暮らしやすい地域社会（共生社会）を県民の皆さんと一緒につくっていく運動

です。

～ 障がいのある人もない人も共に生きる社会を目指して ～

あいサポーター研修の実施

「あいサポーター」普及のため、地域や各
種団体、企業、学校などが実施する研修会に
あいサポートメッセンジャー（県が養成した
ボランティア講師）等が出向いて、「あいサ
ポーター研修」を行っています。

受講者の感想
「障がいのある方とどうかかわったらよい

か、どう接していけばよいか、わからないで
いましたが、できることからさりげなくやっ
ていけばいいんだよね。」

［ あいサポーター研修の内容（45～75分）
・ 信州あいサポート運動について

・ 障がいについて理解しましょう

・ 簡単な手話

あいサポーターを募集しています

あいサポーター研修のご希望、あいサポート

企業・団体の申請などについては、下記まで

お問い合わせください。

あいサポートメッセンジャー

になりませんか？

障がいへの理解を深め、誰もがお互いの人格と
個性を尊重し支え合う共生社会を県民の皆さんと
一緒につくっていく「あいサポート運動」。
県では、そのあいサポート運動の推進役となる

「あいサポートメッセンジャー」の養成を行って
います。あなたもあいサポートメッセンジャーに
なって、地域にあいサポート運動の輪をひろげて
みませんか。

あいサポーター になるためには

次のいずれかの方法で、障がいの主な特性や
必要な配慮をまとめたパンフレット「障がいを
知り、共に生きる」と「あいサポートバッジ」
を受け取ることで、誰でもあいサポーターにな
ることができます。

Ａ 各職場や地域・グループなどが開催する研修
会に参加して「あいサポーター」に関する説明
を受ける。

または、

Ｂ 「あいサポートバッジ等交付申込書」を提出
する。

あいサポーター とは

多様な障がいの特性、障がいのある方への
必要な配慮などを理解して、日常生活におい
て障がいのある方が困っているときなどに、
ちょっとした手助けをする意欲がある方であ
れば、誰でもなることができます。
（特別な技術の習得は不要です。）

【申込・問合せ先】 「信州あいサポート運動」で

〒380－8570 長野市大字南長野字幅下692-2 長野県健康福祉部障がい者支援課共生社会推進係

（電話）026-235-7105 （FAX）026-234-2369 （e-mail）fuku-shakai@pref.nagano.lg.jp

検索



住所

〒

名前

あいサポートバッジ等交付申込書
あいサポーター（障がい者サポーター）として活動した
いのであいサポートバッジ等の交付を申し込みます。

サポーター宣言

● わたしたちは、多様な障がいの特性を理解し、
お互いが分かり合えるように努めます。

● わたしたちは、日常生活で障がいのある方が
困っている場面を見かけたら、声をかけ、手助け
を行います。

● わたしたちは、「あいサポート」バッジを身に
つけ、気軽に声をかけやすい環境をつくります。

● わたしたちは、「あいサポート」の仲間の輪を
広げ、共に生きるよろこびを伝えます。

あいサポーター研修申込書

研 修 会 の 名 称

（他の研修等のプログラムの１つとして行う場合はその研修会の名称）

研 修 の 日 時

月 日 （ ）

午前
午後

～
午前
午後

あいサポーター研修の
時 間 数

分程度

研 修 の 主 催 者

研 修 の 場 所

研 修 の 対 象 者

人 数 人程度

連 絡 先
（担当者）

(電話番号)

（ファックス番号）

（電子メール）

◆ 研修所要時間は、45～７５分程度です。

（都合に合わせて変更できますので、御相談ください）

研修を行うにあたって ◆ 研修では、DVDを視聴していただきます。視聴機器の準備をお願いします。

（機器の準備ができない場合等は、御相談ください。）

◆ 県ホームページへ開催の情報を掲載してよろしいですか？ 可 ・ 不可

備 考


